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次期北区基本計画策定に向けた議論の進め方 

 

 

 １ 前回の北区民まちづくり会議での主な意見 

①  前回の計画ではビジョンや夢・希望を描いていたが，次の計画ではどこまで突っ 

込むのか。 

②  行政や地域団体の役員を中心とした議論になりがち。昼間は北区にいない住民の 

声をどう拾うのか。 

③  ４つの部会がばらばらに動きがち。例えば防災対策は地域づくりそのもの。４つ 

のテーマを貫く横串のようなものが必要。 

④  データの出し方について，例えば町内会の加入率を一軒家とマンションを分けら 

れないか。 

  

 ２ 次期北区基本計画について 

 【現状と方向性】 

  〇 社会課題の解決 ≠ 個人の暮らしにおける課題の解決 

    ⇒ 住民の社会参加がまだまだ進まない現状において，区民がじぶんごととして 

社会課題を位置付けることは難しい。 

  〇 住民が「まち」「まちづくり」（＝社会課題の解決）に参画することを前提として 

区におけるまちづくり施策は設計されている。これを持続させるためには，地域コ 

ミュニティに任せるだけではなく，まちと住民をつなげる仕組みを積極的に検討す 

る必要があるのではないか。 

 

 【基本テーマの設定】 

◆次期北区基本計画の基本テーマ◆ 

『個人の暮らしに対して「まち・まちづくりにできることは何か？」』 

  

  

資料１ 



2 

 【検討のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画の構成イメージ】 

 ライフステージ（子ども，学生，子育て，働く人，高齢者等）ごとに困りごとは違う。 

⇒ライフステージに即した「あなたとまちの関わり」を明示することで，孤立することに

よって生じる様々な課題を解決していく。 

 

子ども ・ 学生 ・ 子育て ・ 働く人 ・ 高齢 

まちとのつながりで，個人の不安・課題の解消 

＝地域コミュニティの価値を再定義 

（学区ビジョンを推進・支援） 

町内・学区・北区・機関など 

取組案 A 

対象者に 

向けた取組 

取組案 B 

支援者に 
向けた取組 

人口減少 

への対応 

高齢化 

への対応 

災害 

への対応 

・既存の取組紹介 

・新規取組アイデア 

・情報伝達の仕組 

・ネットワーク構築 

・負担軽減する取組 

・担い手の確保 

つながり 

社会の変化による，（自身にとっての）想定される課題 

【例：生活（労働環境），子育て，介護，避難】 

個人の課題を，まちとのつながりで解決できる！ 

【例：生活→「豊かに暮らせる」，子育て・介護→「支えあって

暮らせる」，避難→「安心して暮らせる」 

まちと個人との接点を明らかにする。 

（多様な既存の取組／新たな取組や情報発信） 

身近な社会の変化（＝社会課題） 

【例：人口の減少，高齢者の増加，災害の発生】 
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３ 部会設定案 

（１）部会テーマ設定 

 【従来案】①人口減少対策 ②地域コミュニティの活性化 ③防災対策 ④文化・観光 

   

【修正案】① a:人口減少対策 b:高齢化 c:防災対策  ②文化・観光 

※１ 「地域コミュニティの活性化」は全てのテーマと密接にかかわる基礎テーマ 

であることから，部会としては設定しない。それに代わり，地域コミュニティ 

の希薄化と直接的にかかわる「高齢化」を部会として設定する。 

※２ 「文化（観光）」は他の３テーマとは異なり，それ自体は「課題」ではなく， 

どちらかというと「資源」であると考えられることから，他の３テーマとは課 

題設定の方法を変える。 

 

（２）進め方 

  第１段階 部会テーマごとに取組のアイデアを検討する（各部会１回＝４回） 

① 「防災」「人口減少対策」「高齢化」（課題）→個人の不安・課題について検討 

【議論イメージ】 キーワード×対象者（学生，就労者，子育て世代，高齢者等） 

「防災」⇒“地域防災”をキーワードに，町内会未加入世帯，マンション世帯，学生，

観光客，要配慮者などに対しての課題や取組を検討 

「人口減少対策」⇒“移住・定住”や“子育て”をキーワードに，乳幼児，幼少期，大

学生，若者世代，子育て世代などにおける課題や取組を検討 

「高齢化」⇒“健康増進”や“地域福祉”をキーワードに，元気な高齢者，要支援・要

介護者，介護世代などにおける課題や取組を検討 

② 「文化（観光）」（資源）→社会課題について検討 

【議論イメージ】 キーワード×社会課題（「人口減少」「高齢化」「災害」） 

「文化（観光）」⇒“地域文化”をキーワードに，地蔵盆や衣食住にまつわる身近な文化

資源を再認識し，「人口減少」「高齢化」「災害」の解決につなげる 

  

第２段階 部会を横断して取組を編集する（部会の共同開催により２回程度） 

 

        ・第１段階で出た意見を集約 

・さらに，これまで学区まちづくりビジョンの策定過程で出た主な意見や，北区

民まちづくり提案支援事業を活用した取組内容にみられる傾向なども踏まえ

て，分析・集約 

  

① 対象者ごとに求められる取組を整理する。 

各部会委員が混ざるようなグループ設定を行い，部会での意見を中心に，学区ビ 

ジョン策定等これまでの意見も含めて具体的な取組を検討する。 

② 編集した案をもとに次期北区基本計画のたたき台を作成する。 
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４ スケジュール 

 

 地域代表者会議 まちづくり会議 区民会議 

令
和
元
年
度 

R1. 4 

・策定の進め方，スケジ

ュールの報告 

・部会への追加参加者

（大学生等）の報告 

  

R1. 5  同じ（議論）  

R1. 5   同じ（報告） 

R1. 6  防災部会①，人口部会①  

R1. 7    

R1. 8  高齢化部会①，文化観光部会①  

R1. 9    

R1.10    

R1.11  

共同開催部会 

 

R1.12   

R2. 1   

R2. 2    

R2. 3    

令
和
２
年
度 

R2. 4    

R2. 5 ・素案確認 同じ  

R2. 6   同じ 

R2. 7 ・パブコメ案提示   

R2. 8  同じ  

R2. 9 パブコメ 

R2.11 市基本計画を市議会で審議 

R3. 2 ・最終案提示   

R3. 3  同じ  

R3. 3   ・最終案報告 

 

R2.2～R2.4まで，計画素案作成

（区内，部会長との調整） 

この間は特に何

も諮らず，日程

案内程度のみ。 


